
静岡新聞で学ぼう

年 組 名前
（中学校～高校／社会、総合）作問者：ＮＩＥアドバイザー 伊藤大介（静岡聖光学院中学・高校 教諭）

２０２１年５月１９日朝刊東部版記事を読んで、問いに答えなさい。
解答欄が足りない場合は、裏面に記すこと。

①西伊豆町地域おこし協力隊の方が、町特産のかつお節を肥料に使った無農薬野菜の栽培を進めていることが

記事から読み取れる。かつお節を肥料に使う農法は、どのような地域でどのような作物を栽培することからヒントを
得たのか。説明しなさい。

（ ）
②農業で肥料を使うことに関して、日本の歴史を振り返るとさまざまな工夫が見られてきた。鎌倉時代に草木を焼い
て灰にした肥料の使用が広がったが、この肥料を何というか。漢字３字で答えなさい。

（ ）
③江戸時代の農業で作物の収穫量が上昇した理由の一つに、農村で金肥と呼ばれるさまざまな肥料の購入が挙
げられる。金肥の例を一つ答えなさい。

（ ）
④西伊豆町での地域おこし協力隊によるサニーレタスの販売のように、地元で栽培される野菜を今後どのように町
おこしにつなげていくことができるのか。記事を参考にしながら、あなたの考えを書きなさい。

（ ）
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解答例

（例）浜松市の「うなぎいも」の栽培の例から、かつお節を肥料に混ぜ土壌の微生物を活発化させる農法。

草木灰

（例）干鰯、油粕などから一つ。

（例）地元での特産物など地域資源を生かすことで、従来販売していた野菜をよりブランド化し、地域を活性化
していく流れをつくること。


